
2021年 2022年
引き
上げ
額

最賃額 答申額 単位（円）

東京都 1041 1072 31

神奈川県 1040 1071 31

大阪府 992 1023 31

愛知県 955 986 31

千葉県 953 984 31

京都府 937 968 31

兵庫県 928 960 32

滋賀県 896 927 31

奈良県 866 896 30

和歌山県 859 889 30

福井県 858 888 30

山口県 857 888 31

宮城県 853 883 30

香川県 848 878 30

高知県 820 853 33

沖縄県 820 853 33

府県名

( 1 )

10
月
か
ら
最
低
賃
金
の
改
定

が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
先
立

ち
京
都
最
低
賃
金
審
査
会
は
京

都
府
労
働
局
に
最
低
賃
金
９
６

８
円
が
答
申
さ
れ
ま
し
た
。
東

京
都
、
神
奈
川
県
の
千
円
超
え

に
大
阪
府
労
働
局
に
１
０
２
３

円
を
答
申
し
ま
し
た
。

（
全
国
の
最
賃
答
申
抜
粋

左
図
）

京
都
府
の
最
低
賃
金
審
議
会

で
は
、
最
低
賃
金
を
ス
ム
ー
ズ

に
実
施
す
る
た
め
、
中
小
企
業

に
対
し
て
社
会
保
障
費
、
税
金

等
の
補
助
を
す
る
な
ど
、
賃
金

引
き
上
げ
の
環
境
整
備
が
答
申

さ
れ
て
い
ま
す
。

ど
こ
で
も
生
活
費
は
同
じ

最
低
賃
金
は
全
国
一
律
を

生
活
費
は
都
市
部
の
方
が
高

い
と
思
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

全
労
連
・
地
方
労
連
の
「
最
低

生
計
費
試
算
調
査
」
に
お
い
て
、

25
才
単
身
世
帯
で
京
都
市
24
万

５
７
８
５
円
、
佐
賀
市
で
は
24

万
１
９
７
２
円
な
ど
、
都
市
部

と
地
方
と
の
生
活
費
の
差
は
無

く
、
単
身
者
で
月
24
万
円
が
必

要
と
の
調
査
結
果
が
出
て
い
ま

す
。
全
国
一
律
で
月
額
24
万
円

に
達
す
る
に
は
時
給
１
５
０
０

円
を
達
成
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

年
収
で
は
約
３
０
０
万
円
と
な

り
ま
す
。

政
府
は
「
最
低
賃
金
千
円
へ

の
早
期
実
現
」
を
経
済
運
営
の

指
針
の
『
骨
太
方
針
』
に
明
記

し
ま
し
た
が
、
１
０
０
０
円
に

達
し
て
い
る
の
は
東
京
都
、
神

奈
川
県
と
今
回
の
答
申
が
通
れ

ば
大
阪
府
の
み
で
す
。
京
都
府

は
９
６
８
円
で
１
０
０
０
円
に

は
到
達
し
て
い
ま
せ
ん
。

全
労
連
は
１
０
０
０
円
へ
の

引
き
上
げ
に
続
き
１
５
０
０
円

の
引
き
上
げ
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
達
成
し
よ
う

時
給
１
５
０
０
円

Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
退
職
・
再
雇
用
の

社
員
は
60
歳
で
契
約
社
員
と
な

り
、
現
在
、
時
給
１
０
１
０
円

で
す
。
会
社
は
年
収
を
同
じ
に

す
る
た
め
時
給
を
８
７
５
円
か

ら
徐
々
に
１
０
１
０
円
に
引
き

上
げ
ま
し
た
が
特
別
手
当
を
下

げ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
時
給
の

賃
上
げ
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
報
酬
比
例
部
分
の
年

金
は
（
生
年
月
日
、
Ｓ
34
年
4

月
2
日
～
Ｓ
36
年
4
月
1
日
）

64
歳
か
ら
、
Ｓ
36
年
4
月
２
日

以
降
の
生
ま
れ
は
65
歳
か
ら
と

な
り
、
そ
れ
ま
で
は
無
年
金
で

す
。フ

ィ
ー
ル
ド
テ
ク
ノ
の
時
給

制
契
約
社
員
の
採
用
給
は
京
都

エ
リ
ア
で
１
１
０
０
円
で
、
年

収
で
は
２
０
０
万
円
程
度
で
す
。

時
給
を
１
５
０
０
円
に
引
き

上
げ
「
８
時
間
働
い
た
ら
ま
と

も
に
生
活
で
き
る
」
賃
金
に
引

き
上
げ
る
た
め
力
を
合
わ
せ
て

い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

通
信
建
設
会
社
で
は
、

こ
の
猛
暑
で
作
業
す
る
の

に
、
少
し
で
も
快
適
な
作

業
を
行
う
た
め
、
半
袖
、

長
袖
の
フ
ァ
ン
付
き
作
業

服
を
多
く
の
労
働
者
が
着

て
い
ま
す
。

４
年
前
、
マ
ン
シ
ョ
ン

の
大
規
模
修
繕
工
事
で
、

塗
装
屋
さ
ん
が
、
フ
ァ
ン

付
き
作
業
服
を
着
て
、
真

夏
の
炎
天
下
で
作
業
を
さ

れ
て
い
た
の
で
、
「
こ
の

暑
さ
で
大
丈
夫
で
す
か
」

と
声
を
掛
け
ま
し
た
。

「
だ
い
ぶ
ま
し
で
す
」
と

の
返
事
が
返
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
２
年
後
に
通
建

会
社
で
も
夏
用
フ
ァ
ン
付

き
作
業
服
が
支
給
さ
れ
ま

し
た
。
支
給
の
長
袖
で
な

く
、
作
業
性
の
良
い
半
袖

の
フ
ァ
ン
付
き
作
業
服
を

多
く
の
労
働
者
は
来
て
い

ま
す
。
特
に
今
年
は
猛
暑

で
、
熱
中
症
を
防
ぐ
作
業

服
で
も
あ
り
ま
す
。

フ
ァ
ン
付
き
作
業
服
は
、

ガ
ー
ド
マ
ン
、
屋
外
で
作

業
す
る
ほ
と
ん
ど
の
作
業

者
が
着
て
い
ま
す
。
こ
れ

ほ
ど
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
の

普
及
は
、
夏
の
猛
暑
が
３

６
度
を
超
え
る
な
ど
異
常

な
気
温
の
上
昇
が
原
因
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
本
当
は

仕
事
を
休
め
る
ほ
う
が
い

い
と
思
う
の
で
す
。
ま
た
、

熱
中
症
に
な
ら
な
い
た
め
、

水
分
・
塩
・
ミ
ネ
ラ
ル
の

入
っ
た
飲
料
水
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
（
Ｔ
）

間違い探し：７つの間違いが

あります。

答えは裏面

都府県の最賃答申抜粋



( 2 )

地

蔵

盆

毎
年
の
行
事
に
な
っ
て
い
る

町
内
の
地
蔵
盆
。
実
家
の
田
舎

で
は
公
会
堂
の
所
に
、
お
地
蔵

さ
ん
は
あ
っ
て
も
、
地
蔵
盆
と

し
て
の
行
事
は
な
か
っ
た
。
お

地
蔵
さ
ん
は
子
ど
も
の
守
り
神

と
し
て
、
安
全
を
祈
願
し
、
京

都
市
内
で
は
年
間
行
事
と
し
て
、

し
っ
か
り
あ
っ
た
よ
う
な
気
が

す
る
▼
コ
ロ
ナ
の
感
染
が
広
が

り
、
色
々
な
祭
り
と
同
様
に
、

地
蔵
盆
が
中
止
に
な
っ
て
二
年
。

や
っ
と
下
火
に
な
っ
た
か
ら
、

今
年
こ
そ
は
出
来
る
だ
ろ
う
と
、

子
供
た
ち
の
為
に
人
形
劇
を
呼

ぶ
こ
と
に
し
た
▼
暑
い
時
な
の

で
、
エ
ア
コ
ン
を
入
れ
、
換
気

の
為
に
窓
は
全
開
で
、
見
る
人

数
は
小
分
け
に
し
て
、
人
一
人

の
間
隔
を
と
っ
て
、
安
全
に
見

れ
る
よ
う
に
と
計
画
し
、
人
形

劇
団
に
申
し
込
み
も
し
て
話
し

は
進
ん
で
い
た
の
に
、
コ
ロ
ナ

の
第
七
波
で
、
感
染
者
が
急
激

に
増
え
、
町
内
に
も
役
員
の
中

に
も
感
染
者
が
出
る
と
い
う
事

実
の
前
に
、
急
き
ょ
取
り
止
め

と
な
っ
た
▼
普
段
は
見
れ
な
い

人
形
劇
。
子
ど
も
た
ち
は
、
き
っ

と
楽
し
ん
で
く
れ
た
で
あ
ろ
う

と
思
う
と
、
と
て
も
残
念
だ
。

こ
の
コ
ロ
ナ
の
状
況
は
、
本
当

に
い
つ
ま
で
続
く
の
だ
ろ
う
。

（
Ｃ
）

７
月
２
日
に
発
生
し
た
Ｋ

Ｄ
Ｄ
Ｉ
の
通
信
障
害
（
３
９

１
５
万
回
線
に
影
響
）
は
３

日
間
（
約
61
時
間
30
分
）
も

の
長
く
復
旧
に
時
間
を
要
し

ま
し
た
。

今
回
の
通
信
障
害
は
、
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
中
の
「
コ
ア
ル
ー

タ
ー
」
に
何
ら
か
の
障
害
が

発
生
し
た
こ
と
が
始
ま
り
で
、

音
声
を
デ
ー
タ
に
変
え
る
交

換
機
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
ア

ク
セ
ス
が
集
中
し
、
輻
輳
が

発
生
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
通
信
障
害
は
過
去

最
大
の
規
模
で
、
通
話
が
で

き
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
１

１
０
・
１
１
９
な
ど
の
緊
急

通
信
が
で
き
な
く
な
り
ま
し

た
。
ま
た
、
音
声
通
信
だ
け

で
な
く
、
物
流
シ
ス
テ
ム
、

ア
メ
ダ
ス
・
銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
等

Ｉ
Ｏ
Ｔ
（
例
え
ば
セ
ン
サ
ー

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
の

通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
じ

て
通
信
で
き
る
よ
う
に
す
る

技
術
）
の
利
用
が
大
き
く
広

が
っ
て
い
る
も
と
で
の
障
害

で
す
。
ま
さ
に
、
今
日
の
通

信
イ
ン
フ
ラ
は
社
会
イ
ン
フ

ラ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

早
期
の
ロ
ー
ミ
ン
グ
の
実
現

が
必
要

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大

震
災
で
携
帯
電
話
に
よ
る
他

社
の
通
信
会
社
を
介
し
て
の

通
信
（
ロ
ー
ミ
ン
グ
）
が
検

討
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
日
ま

で
実
現
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

大
規
模
な
通
信
障
害
が
起

き
た
場
合
に
通
信
イ
ン
フ
ラ

を
確
保
す
る
た
め
、
携
帯
各

社
が
資
金
を
出
し
合
い
ロ
ー

ミ
ン
グ
の
設
備
構
築
・
ル
ー

ル
作
り
が
必
要
で
す
。
災
害

等
緊
急
時
に
生
命
と
安
全
・

安
心
の
た
め
に
携
帯
通
信
会

社
相
互
の
ロ
ー
ミ
ン
グ
を
早

期
に
実
現
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

現
在
、
ロ
ー
ミ
ン
グ
は
、

楽
天
モ
バ
イ
ル
の
立
ち
上
げ

の
暫
定
措
置
と
し
て
、
楽
天

モ
バ
イ
ル
の
携
帯
電
話
か
ら

楽
天
モ
バ
イ
ル
の
通
信
回
線

が
な
い
地
域
と
の
通
信
で
ロ
ー

ミ
ン
グ
契
約
に
基
づ
き
Ｋ
Ｄ

Ｄ
Ｉ
の
通
信
網
を
利
用
し
て

通
信
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
・
Ｅ
Ｕ
で
は
Ｓ

Ｉ
Ｍ
な
し
の
携
帯
電
話
で
緊

急
通
報
が
で
き
、
Ｅ
Ｕ
の
ほ

と
ん
ど
の
国
が
ロ
ー
ミ
ン
グ

に
よ
り
緊
急
通
報
が
確
保
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

災
害
時
に
必
要
な
公
衆
電
話

今
回
の
通
信
障
害
で
公
衆
電

話
に
走
っ
た
人
が
多
く
あ
っ

た
と
報
道
し
て
い
ま
し
た
。

現
在
で
も
、
公
衆
電
話
を
探

す
の
が
む
つ
か
し
い
現
状
で

す
。昨

年
の
総
務
省
の
設
置
基

準
緩
和
に
よ
り
、
１
種
公
衆

電
話
が
市
内
な
ら
５
０
０
ｍ

四
方
に
１
台
、
１
ｋ
ｍ
四
方

に
、
郊
外
な
ら
２
ｋ
ｍ
四
方

に
一
台
の
義
務
付
け
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
・
西
日
本
は

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
１
種
公
衆
電
話
約
10
万
９

千
台
を
31
年
ま
で
に
約
３
万

台
に
削
減
す
る
計
画
を
発
表

し
ま
し
た
。

公
衆
電
話
は
災
害
時
に
は

欠
か
せ
な
い
通
信
手
段
で
あ

り
、
公
衆
電
話
の
削
減
は
止

め
る
べ
き
で
す
。

※

ロ
ー
ミ
ン
グ

(
r
o
a
m
i
n
g
)

携
帯
電
話
ま
た
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ
ス
等
に
お

い
て
、
事
業
者
間
の
提
携
に
よ

り
、
利
用
者
が
契
約
し
て
い
る

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
外
で
あ
っ
て
も
、
提
携

先
の
事
業
者
の
エ
リ
ア
内
に
あ

れ
ば
、
元
の
事
業
者
と
同
様
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
こ
と

を
い
う
。
（W

i
k
i
p
e
d
i
a

）
よ

り

太
平
洋
戦
争
で
日
本
に

原
子
爆
弾
が
落
と
さ
れ
て

か
ら
77
回
目
と
な
る
８
月

を
迎
え
、
今
年
も
広
島
と
、

長
崎
で
平
和
式
典
が
開
か

れ
ま
し
た
。

広
島
で
開
催
さ
れ
た
平

和
記
念
式
典
で
は
初
め
て

参
列
し
た
、
国
連
の
グ
テ

レ
ス
事
務
総
長
は
あ
い
さ

つ
で
「
深
刻
な
核
の
脅
威

が
中
東
、
北
朝
鮮
、
そ
し

て
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
へ
と
、
世
界
各

地
で
急
速
に
広
が
っ
て
い

る
」
と
の
べ
ま
し
た
。

６
月
に
は
オ
ー
ス
ト
リ

ア
で
核
兵
器
禁
止
条
約
締

約
国
会
議
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
に
同
条

約
を
批
准
し
た
65
の
締
約

国
の
ほ
か
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加

盟
国
の
ド
イ
ツ
・
ノ
ル
ウ
ェ
ー
・

オ
ラ
ン
ダ
な
ど
を
含
む
34
カ

国
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
し

ま
し
た
。

し
か
し
、
戦
争
被
爆
国
で

あ
る
日
本
政
府
は
、
被
爆
者

や
市
民
社
会
の
粘
り
強
い
求

め
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
参
加
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
侵

攻
し
て
半
年
が
経
過
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
南
部
の
ザ
ポ
ロ
ジ
エ
原
発

を
占
拠
し
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領

は
核
兵
器
を
辞
さ
な
い
態
度
を

と
っ
て
ま
す
が
、
８
月
１
日
か

ら
26
日
ま
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

開
催
さ
れ
た
Ｎ
Ｐ
Ｔ
（
核
拡
散

防
止
条
約
）
再
検
討
会
議
で
は
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
め
ぐ
り
、
ロ

シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
含
む
欧

米
諸
国
が
激
し
く
対
立
し
、
核

攻
撃
を
受
け
な
い
限
り
核
兵
器

を
使
わ
な
い
『
核
兵
器
の
先
制

不
使
用
』
の
文
言
や
、
『
ザ
ポ

ロ
ジ
エ
原
発
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に

よ
る
管
理
の
確
保
』
の
文
言
等

で
一
致
で
き
ず
、
最
終
文
書
が

採
択
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

５
年
に
１
回
の
開
催
が
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
２
年
延
び
ま
し
た

が
、
前
回
会
議
（
２
０
１
５
年
）

に
続
き
２
回
連
続
の
決
裂
と
な
っ

た
こ
と
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会

議
の
信
頼
性
が

揺
ら
ぐ
結
果

に
な
り
ま
し
た
。

世界から核兵器をなくそう

日
本
も
締
約
国
会
議
に
オ

ザ
ー
バ
参
加
政
府
を

Ｎ
Ｔ
Ｐ
再
検
討
会
議

ロ
シ
ア
の
反
対
で

最
終
合
意
文
書
で
き
ず

長崎平和祈念像

1面 まちがいさがしの答え


